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学校・学部紹介

ダンスコースはストリートダンス（ヒップホップダンス等を含む）、バレエ等のバラエ
ティー豊かなダンスのスキル、ノウハウを国内外で活躍するプロフェッショナルから直
接学びながら教員免許も取得出来る関西の大学でもユニークな学科です。今年の４月に
開設されたばかりのコースですが、既に「明石ブレイカーズ」に所属している１年生の
“井口もか”さんは今年の７月、アメリカのロサンゼルスで開催された“WORLD OF

DANCE FINALS 2016”にチームの主力メンバーとして参加し、世界４位の成績を収め
ました。ダンスコースの学生はダンスの世界で舞台スタッフ、インストラクター、バッ
クダンサー、ミュージカル劇団などのプロフェッショナルを目指すだけでなく、
教員免許を活かすことで自らがダンスを楽しみながら、若手の教育、指導も行うことが
出来ます。ダンスコースに入
学した学生は原則ストリート
ダンスクラブに入部すること
が義務付けられており、授業
だけでなく実践を通じてダンス
の技量と経験を高めることが
出来ます。

＝
兵
庫
県
教
育
の

実
利
主
義
＝

兵
庫
県
庁
の
所
在
地
神
戸

は
、
維
新
以
後
急
速
に
発

展
し
た
土
地
が
ら
だ
け
に
、

格
式
や
伝
統
に
と
ら
わ
れ

る
こ
と
は
少
な
か
っ
た
。

教
育
の
面
に
お
い
て
も
、

名
よ
り
は
実
を
尊
ぶ
傾
向

が
強
く
、
た
と
え
ば
神
戸

商
業
講
習
所
に
お
い
て
も

「
一
日
学
ベ
バ
一
日
丈
ケ

ノ
用
ヲ
ナ
シ
、
一
ケ
月
学

ベ
バ
一
ケ
月
丈
ケ
ノ
用
ヲ

弁
ジ
得
ル
ガ
如
キ
教
育
」

を
施
す
こ
と
を
主
眼
と
し

て
い
た
。
ま
た
校
長
を
支

配
人
、
生
徒
を
稽
古
人
、

事
務
室
を
帳
場
、
分
校
を

支
店
と
呼
ん
で
い
る
が
ご

と
き
、
そ
の
徹
底
し
た
実

学
主
義
が
う
か
が
え
る
。

明
治
二
〇
年
代
に
い

た
っ
て
、
高
等
小
学
校
が

各
地
に
設
立
さ
れ
は
じ
め

た
こ
ろ
、
県
当
局
は
ま
ず

義
務
教
育
で
あ
る
尋
常
小

学
校
の
充
実
に
力
を
そ
そ

ぎ
、
高
等
小
学
校
の
増
設

を
お
さ
え
た
。
そ
れ
は

「
徒
ラ
ニ
高
等
教
育
ノ
施

設
ヲ
望
ミ
、
之
ガ
設
備
ヲ

ナ
ス
ト
キ
ハ
、
其
弊
害
ノ

及
ス
所
独
リ
不
完
全
ナ
ル

学
校
ヲ
起
ス
ニ
止
ラ
ズ
シ

テ
、
延
テ
尋
常
小
学
校
ノ

規
模
ニ
影
響
ヲ
来
ス
ヤ
必

セ
リ
。
」
と
考
え
た
か
ら

で
あ
っ
た
。
名
よ
り
実
を

も
と
め
る
主
義
は
こ
こ
に

も
み
ら
れ
る
。

ま
た
明
治
四
〇
年
代
よ

り
大
正
初
期
に
か
け
て
、

兵
庫
県
は
全
国
一
の
二
部

教
授
実
施
県
で
あ
っ
た
。

二
部
教
授
そ
の
も
の
に
対

し
て
は
、
教
育
学
者
そ
の

他
か
ら
強
い
反
対
論
の

あ
っ
た
こ
と
は
い
う
ま
で

も
な
い
。
と
こ
ろ
で
兵
庫

県
が
あ
え
て
こ
れ
を
奨
励

し
た
の
は
、
現
実
に
教
育

費
負
担
に
な
や
む
町
村
財

政
を
救
い
、
ま
た
二
部
教

授
手
当
を
支
給
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
教
員
の
待
遇

を
い
く
ら
か
で
も
改
善
し

た
い
と
い
う
現
実
論
か
ら

で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

【
二
部
教
授
と
は
】

日
露
戦
争
に
よ
る
教
育

費
節
減
の
た
め
、
教
員
の

整
理
を
お
こ
な
い
、
一
人

の
教
員
に
二
箇
学
級
を
受

け
も
た
せ
た
も
の
で
あ
る
。

兵
庫
県
で
は
二
部
教
授
は

ほ
と
ん
ど
県
下
全
域
に
わ

た
っ
て
お
こ
な
わ
れ
、
各

学
校
の
沿
革
誌
に
は
、
必

ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
例

外
な
く
、
こ
の
こ
と
が
記

録
さ
れ
て
い
る
。

【
記
事
出
所
元
】

著
作
名
：
兵
庫
県
教
育
史

引
用
頁
：
８
～
９
頁

発
行
年
：
昭
和
38
年
11
月
１
日

発
行
所
：
兵
庫
県
教
育
委
員
会

【大学別参加人数】

平
成
28
年
度
（
第
８
回

目
）
の
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
が
炎
天
下
の
中
、
８
月

上
旬
か
ら
９
月
中
旬
ま
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
26
社
（
27
件
）

の
企
業
・
団
体
に
12
大
学
よ

り
56
名
の
留
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
「
テ
ー
マ
型
」
（
２

社
５
名
）
、
「
テ
ー
マ
・
就
労

体
験
型
」
（
３
社
７
名
）
「
就

労
体
験
型
」
（
22
社
44
名
）

の
三
つ
の
型
に
分
か
れ
て
実

習
を
行
い
ま
し
た
。

56
名
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
生
数
は
過
去
８
回
の
中
で

は
最
高
の
参
加
人
数
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
留
学
生

が
日
本
の
会
社
を
よ
り
詳
し

く
知
り
た
い
或
い
は
日
本
の

会
社
に
就
職
し
た
い
と
の
思

い
が
よ
り
強
く
な
っ
て
き
た

表
れ
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。

大
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

ひ
ょ
う
ご
神
戸
で
は
留
学

生
が
意
義
あ
る
実
習
が
で

き
る
よ
う
６
月
上
旬
か
ら

オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

事
前
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

更
に
は
、
全
員
の
実
習
が

終
わ
っ
た
後
９
月
24
日

（
土
）
に
事
後
研
修
を
行

い
、
自
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
を
振
り
返
り
ま
し

た
。
10
月
15
日
（
土
）
に

は
受
入
れ
企
業
・
団
体
、

大
学
関
係
者
を
招
き
成
果

発
表
を
兼
ね
た
報
告
会
を

行
う
予
定
で
す
。

テ
ー
マ
型

２
社
５
名
、
テ
ー
マ
・就
労
体
験
型

３
社
７
名
、
就
労
体
験
型
22
社
44
名
で

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施

実
習
現
場
拝
見

■
就
労
体
験
型

株
式
会
社
ロ
ッ
ク
・
フ
ィ
ー
ル
ド

【
惣
菜
の
製
造
・
販
売
会
社
】

惣
菜
工
場
で
は
商
品
の
成
型
、
下
処
理
の

工
程
を
、
販
売
現
場
で
は
接
客
に
つ
い
て

企
業
の
方
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
５
日
間

の
実
習
を
行
い
ま
し
た
。
実
習
を
通
じ
て

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
の
大
切
さ
等
を
学
び
ま
し

た
。

■
テ
ー
マ
・
就
労
体
験
型

株
式
会
社
Ｔ
Ａ
Ｔ

【
ネ
イ
ル
商
材
卸
売
会
社
】

「
大
学
生
に
ネ
イ
ル
を
広
め
る
に
は
？
」

を
テ
ー
マ
に
実
務
を
行
い
ま
し
た
。
問
題

点
の
把
握
と
そ
の
対
策
を
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン

ト
に
ま
と
め
、
企
業
の
方
に
提
案
し
ま
し

た
。

第１３回 全国大学コンソーシアム研究交流フォーラムに参加

９
月
10
日
（土
）・11
日
（日
）

広
島
で
開
催

広
島
の
エ
リ
ザ
ベ
ト
音
楽
大
学
、

広
島
国
際
大
学

広
島
キ
ャ
ン
パ

ス
で
「
大
学
連
携
に
よ
る
グ
ロ
ー

バ
ル
人
材
育
成
」
を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
第
13
回

全
国
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
研
究
交
流
フ
ォ
ー
ラ

ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
大
学
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
ひ
ょ
う
ご
神
戸
の

阿
久
根
事
務
局
長
が
シ
ン
ポ
ジ
ス

ト
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

「
ひ
ょ
う
ご
留
学
生
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
」
で
培
っ
た
経
験
を
基
に

意
見
を
述
べ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
人
材

育
成
の
今
後
の
在
り
方
に
つ
い
て
、

他
の
３
名
の
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
の
皆

様
と
議
論
を
し
ま
し
た
。

併
せ
て
、
分
科
会
で
は
当
コ
ン

ソ
ー
シ
ア
ム
よ
り
「
ひ
ょ
う
ご
留

学
生
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」
と

「
留
学
生
就
職
支
援
」
に
つ
い
て

８
年
間
の
経
験
と
今
年
の
実
例
も

含
め
て
事
例
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

留
学
生
に
特
化
し
た
ユ
ニ
ー
ク
な

活
動
に
参
加
者
の
注
目
を
集
め
ま

し
た
。

所属大学 人数

芦屋大学 ２

関西国際大学 ２

関西学院大学 １５

神戸大学 １０

神戸学院大学 ３

神戸国際大学 ４

神戸親和女子大学 ３

神戸山手大学 ２

姫路獨協大学 ２

兵庫教育大学 ２

兵庫県立大学 ７

流通科学大学 ４

【合 計】 ５６

今
年
で
８
回
目
と
な

る
留
学
生
を
対
象
と

し
た
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
実
習
を

26

社
の
企
業
・
団
体
で

受
入
れ
頂
き
ま
し
た

が
、
留
学
生
に
と
っ

て
は
ア
ル
バ
イ
ト
で

は
得
ら
れ
な
い
気
づ

き
或
い
は
貴
重
な
経

験
が
で
き
た
よ
う
で

す
。
留
学
生
の
気
質
も
時
代

と
共
に
変
化
し
て
き
て
お
り
、

近
年
は
真
面
目
で
お
と
な
し

い
留
学
生
が
増
え
て
き
た
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

我
々
も
時
代
に
沿
っ
た
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
在
り
方

を
常
に
模
索
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
ま
し

た
。

発
行
責
任
者
：
阿
久
根
昌
夫

編
集
者

：
表
原
光
男



１０月・１１月・１２月のイベント紹介

７月・８月・９月のＮＥＷＳ

留学生を対象とした「合同企業面談会」を開催
16
社
の
企
業

85
名
の
留
学
生
が
参
加

７
月
16
日
（
土
）
兵
庫
国
際

交
流
会
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
で

16
社
の
企
業
が
参
加
し
て
兵
庫

県
下
の
大
学
・
短
期
大
学
に
所

属
す
る
留
学
生
を
対
象
に
「
合

同
企
業
面
談
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
２
０
１
７
年
３
月
も
し

く
は
２
０
１
６
年
９
月
卒
業
見

込
み
の
留
学
生
が
こ
の
面
談
会

に
該
当
す
る
留
学
生
で
し
た
が

定
員
80
名
に
対
し
85
名
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
で
４
回
目
の
開
催
で
し

た
が
、
今
年
は
今
ま
で
の
企
業

説
明
会
で
は
な
く
、
よ
り
就
職

に
直
結
し
た
合
同
企
業
面
談
会

と
し
ま
し
た
。
従
い
、
企
業
、

学
生
共
に
真
剣
で
活
気
の
あ
る

面
談
会
と
な
り
ま
し
た
。

留
学
生
の
声
と
し
て
「
就
職

活
動
の
た
め
必
要
な
情
報
が
得

ら
れ
た
」
「
企
業
理
解
が
深

ま
っ
た
」
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。
一
方
、
企
業
側
の
声
と
し

て
「
速
効
性
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト

で
あ
っ
た
」
「
学
生
の
履
歴
書

も
見
る
こ
と
が
で
き
、
中
身
の

あ
る
面
談
会
で
あ
っ
た
」
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

月/日 イベント名 場所 .

10月 7日（金） １回目 県内企業経営者による出前授業 関西国際大学
12月 3日（土） ２回目 県内企業経営者による出前授業 大手前大学

10月15日（土） ひょうご留学生インターンシップ報告会 兵庫国際交流会館
第１部：報告会 第２部：情報交換会 第３部：修了パーティー

11月23日（水） 模擬国連世界大会当日 神戸市外国語大学
～26日（土） 神戸国際会議場

11月27日（日） キッズフェスティバル２０１６ こべっこランド
（神戸市総合児童センター）

12月 3日（土） 留学生と企業との交流会 兵庫国際交流会館

月/日 イベント名 場所 .

7月 1日（金） 大学キャリアセンターと兵庫県下の企業との交流会 兵庫国際交流会館

7月 9日（土） 学生ボランティア養成プログラム２０１６ 丹波市
～10日（日） Part2 震災復興現場から学ぶ１日 豪雨災害被災地

7月16日（土） 留学生を対象とした「合同企業面談会」 兵庫国際交流会館

8月19日（金） 第１回目 兵庫県下の優良企業訪問（職員・学生） 加古川市、神戸市
9月16日（金） 第２回目 兵庫県下の優良企業訪問（職員・学生） 神戸市

9月10日（土） 全国大学コンソーシアム研究交流フォーラム エリザベト音楽大学
～11日（日） 「大学連携によるグローバル人材育成」 広島国際大学

9月14日（水） 県内先端産業科学技術施設及び企業見学会 神戸市

9月24日（土） ひょうご留学生インターンシップ事後研修 兵庫国際交流会館

兵庫県下優良企業訪問バスツアーを実施

スーパーコンピューター「京」の見学と
医療機器メーカーシスメックス㈱を訪問

学生ボランティア養成プログラム２０１６ Ｐａｒｔ２

☆☆☆ ボランティア活動報告 ☆☆☆

平成２８年度 学生ボランティア
東日本大震災、阪神・淡路大震災復興支援

関西学院大学で公開ＦＤセミナーを開催

学
生
交
流
委
員
会
の
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
事
業
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

今
年
も
宮
城
県
名
取
市
で
８
月
27

日
（
土
）
か
ら
30
日
（
火
）
の
３

泊
４
日
（
車
中
２
泊
）
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
し
ま
し
た
。
今
年

で
７
回
目
の
活
動
と
な
り
ま
し
た
。

名
取
市
の
名
取
が
丘
、
増
田
の

両
児
童
セ
ン
タ
ー
で
の
活
動
も
今

回
で
３
回
目
と
な
り
、
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

自
ら
企
画
・
準
備
し
た
遊
び
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
、
約
２
５
０

名
の
子
ど
も
た
ち
に
喜
ん
で
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
継
続
し
て
参
加
し
た
学
生
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
参
加
し
た

子
供
か
ら
「
今
年
も
来
て
く
れ
た

ん
だ
ね
。
あ
り
が
と
う
。
」
と
い

う
感
謝
の
言
葉
を
も
ら
い
、
継
続

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
実
感
す
る

こ
と
も
出
来
ま
し
た
。

今
回
の
宮
城
県
名
取
市
で
の
活
動

で
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
み

な
ら
ず
、
現
地
の
第
一
線
で
活
動

さ
れ
て
い
る
方
々
の
講
演
会
や
尚

絅
学
院
大
学
、
福
岡
に
あ
る
西
南

学
院
大
学
の
学
生
の
皆
さ
ん
と
意

見
交
換
会
も
行
う
な
ど
、
学
生
交

流
も
実
施
し
、
例
年
以
上
の
充
実

し
た
活
動
に
な
り
ま
し
た
。

今
夏
も
宮
城
県
名
取
市
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施

６
月
に
関
西
学
院
千
刈
キ
ャ
ン

プ
（
三
田
市
）
で
開
催
し
た
学
生

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
１
の
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
続
き
、
今
回
は
実
際
の
災
害
現

場
で
あ
る
丹
波
市
を
訪
問
し
、

Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
の
被
災
地
フ
ィ
ー
ル

ド
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

ま
し
た
。

７
月
９
日
（
土
）
10
日
（
日
）

の
２
日
間
、
丹
波
市
市
島
に
学
生

10
名
と
関
係
者
の
ス
タ
ッ
フ
６
名

が
訪
問
し
、
１
日
目
は
被
災
地
現

場
を
訪
問
し
、
復
興
の
進
捗
状
況

の
確
認
と
現
地
の
方
の
お
話
を
課

題
毎
に
分
か
れ
て
聞
き
ま
し
た
。

２
日
目
は
学
生
グ
ル
ー
プ
を
３
班

に
分
け
「
被
災
地
で
の
振
り
返

り
」
等
の
課
題
で
討
議
を
行
い
、

そ
の
後
の
発
表
会
で
地
元
住
民

（
講
師
）
を
交
え
て
意
見
交
換
会

も
行
い
ま
し
た
。

参
加
学
生
の
感
想
と
し
て
、

「
実
際
に
被
災
現
場
を
見
学
し
、

現
地
の
方
の
話
を
聞
く
こ
と
で
災

害
現
場
の
復
興
の
難
し
さ
、
通
常

の
生
活
を
取
り
戻
す
厳
し
さ
を
知

る
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
、
復

興
に
向
け
た
現
地
の
方
の
逞
し
さ

も
肌
で
感
じ
こ
と
が
で
き
た
。
」

と
の
こ
と
で
し
た
。

被
災
地
の
丹
波
市
で
状
況
の

確
認
と
交
流
を
実
施

兵
庫
県
の
先
端
産
業
科
学
技
術

施
設
や
企
業
を
見
学
す
る
こ
と

で
、
県
内
企
業
へ
の
就
職
を
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
的
に
平
成
28
年
９
月
14
日

（
水
）
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い
ま

し
た
。
兵
庫
県
内
の
大
学
に
在

学
す
る
留
学
生
、
日
本
人
学
生

24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

最
初
に
理
化
学
研
究
所
の
ス

パ
ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
「
京

（
ケ
イ
）
」
を
見
学
し
担
当
の

方
よ
り
新
薬
の
開
発
や
気
象
予

報
、
災
害
状
況
を
シ
ュ
ミ
レ
ー

シ
ョ
ン
す
る
こ
と
で
防
災
対
策

の
研
究
に
活
用
さ
れ
て
い
る
こ

と
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
巨

大
な
部
屋
い
っ
ぱ
い
に
設
置
さ

れ
た
「
京
」
に
参
加
者
全
員
驚

く
と
共
に
、
先
端
技
術
の
凄
さ

に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
医
療
関
係
の
検

査
・
診
療
機
器
を
製
造
し
て
い

る
シ
ス
メ
ッ
ク
ス
株
式
会
社
を

訪
問
し
ま
し
た
。
会
社
概
要
の

説
明
を
受
け
た
後
、
研
究
棟
で

最
新
技
術
を
用
い
た
自
動
血
球

分
析
装
置
、
遺
伝
子
検
出
装
置

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
い
説
明
を

聞
き
ま
し
た
。

兵
庫
県
内
先
端
産
業
科
学
技
術

施
設
と
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー

平
成
28
年
9
月
8
日
（
木
）
か

ら
9
日
（
金
）
の
2
日
間
、
関
西

学
院
大
学
で
、
倉
茂
好
匡
教
授

（
滋
賀
県
立
大
学
理
事
兼
副
学
長

（
教
育
・
学
生
支
援
担
当
）
）
に

よ
る
「
大
学
教
員
の
た
め
の
『
講

義
方
法
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
』

Ｂ
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、

「
関
西
地
区
Ｆ
Ｄ
連
絡
協
議
会
初

任
教
員
向
け
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
の

共
催
事
業
と
し
て
、
２
０
１
１
年

よ
り
「
講
義
方
法
の
基
礎
Ａ
」
と

隔
年
で
実
施
さ
れ
て
お
り
、
専
任

教
員
、
非
常
勤
講
師
及
び
大
学
で

講
義
担
当
を
目
指
す
後
期
課
程
の

大
学
院
生
等
、
毎
年
多
く
の
方
に

ご
参
加
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
視
聴
覚
教
材
の
使
用

方
法
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ

の
進
め
方
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
評
価

に
関
す
る
講
義
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
を
行
い
、
参
加
者
か
ら
は
、

「
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
の
作
成
・
評
価

基
準
が
、
よ
り
明
確
に
な
っ
た
」
、

「
他
の
先
生
方
の
経
験
や
ア
ド
バ

イ
ス
を
聞
け
、
貴
重
な
機
会
と

な
っ
た
」
な
ど
満
足
度
の
高
い
感

想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

大
学
教
員
の
た
め
の

「講
義
方
法
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
」

Ｂ
を
開
催

８
月
19
日
（
金
）
と
９
月
16
日

（
金
）
の
２
回
、
兵
庫
県
下
の
優

良
企
業
訪
問
バ
ス
ツ
ア
ー
を
行
い

ま
し
た
。
訪
問
先
企
業
は
今
年
の

３
月
に
行
わ
れ
た
兵
庫
県
中
小
企

業
家
同
友
会
主
催
の
合
同
企
業
説

明
会
に
参
加
し
た
企
業
の
中
か
ら

大
学
の
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
ア

ン
ケ
ー
ト
よ
り
７
社
を
訪
問
し
ま

し
た
。

訪
問
先
の
企
業
で
は
経
営
責
任

者
よ
り
会
社
の
方
針
、
今
後
の
思

い
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、
若
手
社

員
か
ら
は
会
社
に
入
っ
た
き
っ
か

け
、
会
社
の
雰
囲
気
等
に
つ
い
て

直
接
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及

で
各
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
会

社
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す

が
、
実
際
訪
問
す
る
こ
と
で
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
は
汲
み
取
る
こ
と
が

で
き
な
い
会
社
の
実
態
を
皮
膚
感

覚
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

【
訪
問
企
業
】

・
植
垣
米
菓
㈱

・
㈱
神
戸
サ
ン
ソ

・P
O
R
T
S
T
Y
L
E

㈱

・
㈱
奥
谷
金
網
製
作
所

・
神
戸
洗
管
工
業
㈱

・
日
本
ジ
ャ
バ
ラ
工
業
㈱

・
㈱
高
山
商
店

異
業
種
の
企
業
７
社
を
訪
問


